
  

 

       

 

 

 

２月５日（木）に探究成果報告会（あおもり創造学事業・三菱みらい育成財団助成事業 「三戸みらい

キャンバス」）が三戸学園で行われました。八戸学院大学准教授 井上丹氏、青森大学教授 櫛引素夫

氏を助言者としてお招きし、本校１・２学年と三戸学園の７・８学年に向けて発表をしました。 

成果報告会では、計１２グループが４のブースに分かれて行い、ウェルビーイングの観点から、地方公

共団体や民間企業、住民などで構成される「まち」の持続可能な発展につながるプロジェクトを考え、

その解決方法を発表しました。その後、ステージにて３組の代表発表を行いました。 

○ブースごとに分かれて発表        （１２ブース） 

 

第２ターム（10:20～10:35） 

ブースⅠ  自分たちで災害から地域を守る ～深めよう地域防災～ 

ブースⅡ シャッターアート 

ブースⅢ 狩猟に関わる人を増やしたい 

ブースⅣ  ファッションやヘアアレンジで気分上昇  

第３ターム（10:40～10:55） 

ブースⅠ 地域を笑顔に！！パン工房 

ブースⅡ 投資 

ブースⅢ お化け屋敷(南部まつり)&クマハザードマップ 

ブースⅣ 三戸城跡を未来へ繋げる／推しがファンに与える影響について 

  

 

○代表発表 

  ①ヨルダン国際交流プログラム成果発表  

  ②堀合優斗 弘前大学受験体験発表   

  ③大平珠来 「みみ活イノベーション」 

第１ターム（10:00～10:15） 

ブースⅠ 地域の物を利用した商品開発 

ブースⅡ りんごの商品開発 

ブースⅢ 南部まつり 太子食品と共同企画をして、南部町を盛り上げる！  

ブースⅣ 廃棄物を使ったキャンドル作り  
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